
やまがたの「ものづくり」成果事例 対象類型：ものづくり技術／精密加工　　事業類型：高度生産性向上型／最新モデル3

株式会社 カルイ
事業名 フリーハンマー方式による大型樹木粉砕機の開発及び量産化

　当社の粉砕機にはナイフ式（刃物で細か

くチップにする）とハンマ－式（繊維状に割

りながら破砕）を用途によって選定できる

ものがある。一般ユーザーが求める中での

大型ハンマ－式粉砕機は他社にない特徴で

ある。しかし、大型樹木粉砕機の引き合い

が強い中、フリーハンマー方式では異物混

入に強い反面、大型化した際に振動の抑制

が困難となる。

　このため、今回の補助事業により立形マ

シニングセンタを導入し、精密加工技術の

高度化によりハンマーの角形状を最適化し、

最大処理径25cmの大型樹木粉砕機の開発

に取り組んだ。

　ハンマ－式の利点は、異物混入による粉

砕性能が低下することが少なく、刃先のメン

テナンスが必要とされない。繊維状に割れる

ことが多いため、水分を吸収し、たい肥化し

やすいなどが挙げられる。一方で振動が大き

く、破砕音が大きくなる傾向がある。現在の

販売傾向は、細かいチップを必要とするユー

ザ－が多いためナイフ式の利用が多い。しか

し粉砕物を選びながら機械へ投入すること

は使用者にとって負担であるため、異物に影

響なく投入することができるハンマ－式は、

少しずつ台数が増えている。この条件を生か

す大型ハンマ－式粉砕機は、市場を増やす

一翼を担うと思われ、ハンマ－形状の研究開

発、新製品への開発に取り組んでいる。
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ハンマーローター
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　当初の計画の通り製品開発に取り組んでい

るが、事業開始後の排ガス規制強化によって、

動力源のエンジンである部品、ミッション等の

部材が入手困難になり設計の見直しを行って

いる。

　また大型機械のチップ形状の要求も変化し

ており、開発の見直しも必要となった。このよ

うな中で、当社はハンマ－形状に研究を続け

てゆく考えであり、開発を進めている。現状販

売している粉砕機のハンマ－生産は、すべて

内製化し、コスト削減、生産の増減に対応可能

としている。バランス、効率に考慮するハンマ

－開発にも取り組み、試作が完成している。さ

らなる実績を構築し、大型ハンマ－粉砕機へ

の応用をしていきたい。

　今後も大型粉砕機の市場の変化に注視して

ゆく考えであり、災害で発生した倒木などを粉

砕し活用できる機械など、大型ハンマ－粉砕

機の特徴を生かせるものを目標としたい。

事業の成果 今後の展望
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大正５年創立。農業機械・産業機
械の開発、製造、販売を行っている。
1975年（昭和50年）日本で初めて
樹木粉砕機を開発。果樹農家、園
芸業などユーザーの声を活かす製
品作りを目指している。

ハンマー部品 マシニングセンタによるハンマー加工

KSC-1302B

社屋外観

9


